
本社  〒 322-0606  栃木市西方町本城 62－3本社  〒 322-0606  栃木市西方町本城 62－3 建設業許可／栃木県知事許可（般 -24）22929 号

詳しくは下記フリーダイヤルまでお気軽にお問合せ下さい

8950870120-
ハヤ　ク　 コ　 ノ　 ハ　ナ

木の花ホーム　 検索

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
山
車

巡
行
に
は
、
9
台
の
山
車
と
獅
子
頭
が
登
場
。

15
日
（
土
）
16
日
（
日
）
は
、
9
時
か
ら
各

町
内
や
駅
へ
の
巡
行
、
13
時
15
分
と
18
時
30

分
に
は
大
通
り
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
会
場
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。

夜
は
、
19
時
30
分
ま
で

会
場
内
の
街
路
灯
が
消
さ

れ
、
提
灯
の
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
る
幻
想
的
な
山
車

の
姿
が
楽
し
め
ま
す
。

9
台
の
山
車
と
獅
子
頭

　
　

夜
は
さ
ら
に
幻
想
的
！

14
日
（
金
）
の
こ
ど
も
山
車
ま
つ

り
に
は
、
市
内
各
地
域
の
小
学
校
よ

り
3
・
4
年
生
の
児
童
1
9
7
0
人

余
り
が
参
加
。
元
気
に
山
車
を
曳
き

ま
す
。

当
日
は
、
10
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

13
時
15
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
会
場

内
を
巡
行
し
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内
各
地
域
の
お
囃
子
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
神
楽
の
奉

納
な
ど
の
郷
土
芸
能
の
披
露
が
各
会
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
物
産
品
の
販

売
や
観
光
案
内
な
ど
を
行
う
P
R
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

や
茶
屋
、
菊
花
展
や
盆
栽
展
な
ど
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

車
で
の
来
場
者
の
た
め
に
、
15
日
と
16
日
は
旧
栃
木
中
央
小
学
校
、
栃
木
文
化

会
館
、
栃
木
南
中
学
校
、
栃
木
東
中
学
校
、
県
庁
下
都
賀
庁
舎
な
ど
を
有
料
駐
車

場
と
し
て
用
意
し
ま
し
た
。
料
金
は
5
0
0
円（
2
0
0
円
分
の
感
謝
券
付
）で
す
。

ま
た
、
栃
木
総
合
運
動
公
園
と
イ
オ
ン
栃
木
店
に
無
料
駐
車
場
を
用
意
し
て
、
会

場
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

な
お
、
遠
方
か
ら
の
来
場
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
ま
つ
り
会
場
の
ほ
か
に
、
栃

木
駅
に
お
い
て
栃
木
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
ス
タ
ッ
フ
が
観
光
案
内
を
行
う

ほ
か
、
無
料
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
内
で
も
同
会
ス
タ
ッ
フ
が
同
乗
し
、

ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
栃
木
市
・
岩
舟
町
の
合
併

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
栃
木
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
ち
介
」
と
、
い
わ
ふ
ね
ブ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
コ
ス
も
ん
」
が
、「
と
ち

ぎ
秋
ま
つ
り
P
R
大
使
」
と
し
て
任
命
さ
れ
、
各
地

で
秋
ま
つ
り
の
広
報
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
9

月
20
日
に
は
、
東
京
の
浅
草
で
実
施
し
た
秋
ま
つ

り
P
R
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
多
く
の
人
に
栃
木

市
と
秋
ま
つ
り
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

見
ど
こ
ろ
チ
ェ
ッ
ク
!!

見
ど
こ
ろ
チ
ェ
ッ
ク
!!

江
戸
の
粋
を
今
に
伝
え
て

江
戸
の
粋
を
今
に
伝
え
て

と
ち
ぎ 　

 

ま
つ
り

• 

11
月
14
日（
金
）こ
ど
も
山
車
ま
つ
り

 

15
日（
土
）16
日（
日
）本
ま
つ
り

• 

と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り

栃
木
に
山
車
が
誕
生
し
た
の
は
、
現
在

の
栃
木
県
の
誕
生
間
も
な
い
明
治
7
年

（
1
8
7
4
）、
県
庁
構
内
で
行
わ
れ
た
神

武
祭
典
の
と
き
で
し
た
。
倭
町
三
丁
目
が

東
京
日
本
橋
の
町
内
が
所
有
す
る
山
王
祭

出
御
の
静
御
前
の
山
車
を
購
入
し
、
泉
町

が
宇
都
宮
か
ら
買
い
求
め
た
諫
鼓
鶏
の
山

車
を
賑
や
か
に
参
加
さ
せ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
こ
れ
を
機
に
山
車
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
各
町
と
も
大
工
や
人
形
師
に
山
車

を
作
ら
せ
る
動
き
が
活
発
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
26
年
（
1
8
9
3
）、
栃
木
県
最

初
の
商
業
会
議
所
開
設
認
可
に
係
る
祝
典

で
は
、
万
町
一
、
二
、
三
丁
目
が
三
国
志

の
人
形
を
東
京
日
本
橋
本
石
町
に
住
む
人

形
師
・
三
代
目
原
舟
月
に
依
頼
し
て
作

成
、
ま
た
倭
町
二
丁
目
は
神
武
天
皇
の
人

形
を
乗
せ
た
山
車
を
新
調
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
、
新
旧
6
台
が
競
演

す
る
こ
と
と
な
り
、
町
を
あ
げ
て
の
喜
び

に
ひ
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
39
年

（
1
9
0
6
）
の
神
明
宮
・
招
魂
社
祭
典
で

は
、
室
町
が
桃
太
郎
の
山
車
で
参
加
し
て
、

今
日
の
か
た
ち
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
町
の
弁
慶
の
山
車
や
明
治
の
初

め
に
購
入
し
た
倭
町
一
丁
目
の
獅
子
頭
が

祭
り
に
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
ま
す
。

栃
木
の
山
車
ま
つ
り
は
、
当
初
神
武
祭

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
神
明
宮
・

招
魂
社
祭
典
を
主
軸
に
、会
議
所
の
祝
典
、

ご
大
典
奉
祝
祭
に
巡
行
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
12
年
（
1
9
3
7
）
の
市
制
施
行

祝
賀
を
境
に
し
て
か
ら
は
、
お
お
よ
そ
5

年
毎
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
発
展

を
祝
う
ま
つ
り
へ
と
目
的
を
変
え
、
現
在

は
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
山
車
ま
つ
り
に

　
　

児
童
1
9
7
0
人
参
加

郷
土
芸
能
や
物
産
販
売

　
　

記
念
行
事
が
て
ん
こ
盛

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等

　
　

会
場
ア
ク
セ
ス
を
充
実

「
と
ち
介
」・「
コ
ス
も
ん
」も
応
援
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